
食品に関するリスクコミュニケーション（大分） －みんなで話そう！食の安全－ 

 

 皆さんはこれまで、食品に関するフォーラムや意見交換会などのリスクコミュニケーションに参加されたことは

ありますか？これまでのリスクコミュニケーションでは、自分以外の参加者がどんなことを考え、どう感じている

のかわからない状況のまま会が終わってしまったということはありませんでしたか？壇上の話に聞き入るだけだ

ったり、質問したいと思っても場違いかなと感じ、挙手できなかったり・・・一方通行のコミュニケーションになり

がちでした。このリスクコミュニケーションでは、少し変わったスタイルを取り入れ、参加者の積極的な話し合い

を促します。 

 

■ 目的 

 今回のリスクコミュニケーションでは、参加者同士が食の安全について話し

合うことを皮切りに、身近なところから食の安全について理解を深め、情報

の交換や共有を図ることを目的としています。すべての参加者がグループに

分かれて食の安全について自分の思いを話したり、他の参加者の考えや意

見を聞いたりしながら、グループの話し合いの中から１つのテーマを絞込み、

グループごとに話し合いを深めていきます。 

 また、このリスクコミュニケーションは、地域におけるリスクコミュニケーションを

推進するために食品安全委員会や大分県が行っているリスクコミュニケーションを推進する人材育成の講

座の受講生が話し合いの場に加わることで、効果的な意見交換ができることを期待しています。 

 

■ 本日のスケジュール 

13:05 オリエンテーション ：リスクコミュニケーションの目的・進め方の説明 

13:10 DVD 上映：「２１世紀の食の安全～リスク分析手法の導入～」 

13:30 グループディスカッション 

   グループディスカッションの説明 

   グループ内での自己紹介 

   ディスカッション  

   各グループ発表 

16:30 総括・閉会 （１６：３０終了予定） 

 

■ 本日の話し合いのテーマ 

  ○ 輸入食品       ○ 食品偽装表示          ○農薬 

  上記いずれかのテーマのうち１つを選んでいただき、グループ分けをいたします。 


